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1はじめに
JohannesBrahms（独・1833～1897）の音楽は重厚で哀愁を帯びている
といわれるが、一体Brahmsらしさとは何なのか。
一口にクラシック音楽といっても、それぞれの時代様式がある。
Brahmsはロマン派の作曲家なので、古典派と比較して、ロマン派の特
徴は何かということになるが、音楽様式上の根本的な違い・特徴は、何よ
りも和声面に表れるのである。
古典派の和声はD→T（▽→1）の機能関係が中心であるのに対し、ロ
マン派では、D2、Sの機能が多用され、それらは高揚と表情性を示し、ロ
マン派の情緒を醸し出しているのである。
以前に、Brahms作曲「6つのピアノ小品作品118」の音型、旋律ラ
イン、対位法、変奏など、和声以外の目立つ技法について研究したが、そ
の結果、これらの技法は、ロマン派以外の作曲家にも共通して見られると
いうことで、Brahmsの音楽の特徴の決め手には至らなかった。
この経緯から今回は、和声技法の解明がBrahmsの音楽を知る上で欠か
せないとものと考え、実際に曲に即して分析していく。
Brahmsの和声技法が、作品に具体的にどのように用いられ、また
Brahmsならではの効果を、どのように発揮しているかを、再度「6つの
ピアノ小品作品118」を通して解明していくことにする。
H古典派とロマン派の和声上の相違・特徴
和声面に表れる古典派とロマン派の様式上の違いや特徴を挙げる。
圃1750年～1820年
☆機能和声の確立
・D→T（V→1）の機能関係が中心である。
・単純明快で力強い和声…緊張と力動性（D）が安定（T）へと解
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決する際の終止感にある。
匡亟1820年～1900年
☆ロマン派では機能の中心が古典派と少しずれている。
・D2（II、1▽、ウ等）やS（N）が多用される。
・D2、Sは高揚と表情性を示す。優しさ、柔らかさ、不安や憧れなど
のロマン的情緒を表すのに適している。
・典型的な用例として「トリスタン和音」を挙げる。（譜1）
Wagner（独・1813年～1883年）は永遠に満たされることのない愛
の憧憬を表現するためにD→Tの解決を避けD2→Dを連続・反復
させる独特の和声を編み出した。
（譜1）
ワーグナー：「トリスタンとイゾルデ」前奏曲
し瀞a鯉～一ln鵬nd～ch置n“chl¢nd
a：1廟V，c：母lV，TD2D軌D・技法上の特徴としては「偶成と転義」（注1）が挙げられる。エンハーモニックの使用、どの調にも移ることが可能な減7の和音の使用等により、遠隔調の転調が頻繁になる。その結果、かなり調性が
複雑、曖昧になってくる。
尚、音楽辞典に載っていない記号や概念は、「総合和声』（島岡譲執
筆責任・音楽の友社発行）に則っているので参照していただきたい。
し，醍～一mLmdschm融hl¢nd
‘ n仰＜ ＞ ）?? 一 ＞ ）??h （
（注1）
偶成とはある和音の構成音の揺れによって内部に異なる和音形態が偶然
的に成立することである。減7形とその他の半音階的な偶成和音は異名同
音的な書き換えが可能になる。
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異名同音への書替え 異名同音への書替え
1卦昌1
または1。剃
ClI ?????? 1？I
l。労11
1・労31
転義とはある和音の調や機能を一時的に転換することをいう。異名同音
的転義として、ある和音の構成音の一部を異名同音に書き換えることによ
り他の和音として把握し替えることができる。
異名同音
｛
C：。輔嬰a：璃
蕊∫1
c：脇璽h：鵜
異名同音的転義
減7の和音の転義によるものは、1個の’減7に付き4通りの異名同音的
把握が可能になるため、ある調の減7を3種類の異なる調（長・短）の減
7に異名同音的転義することにより3種類の調（長・短）に転調すること
ができる。
4通りの異名同音
異名同音
異名同音的把握
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3種類の異名同音転義
C：1罵C：1瑞C：1罵EHΨEHΨEH聾a：璃11伍S：罵11es：罵IA：。yiIIFis 。VlIIEs：。1罵1属7（V7）を増5－6（（・）夢召）に異名同音的転義することにより短2
度（または増1度）下方に主音を持つ調（長・短）に転調することができ
る。
異名同音
（a）（b）（c）
」 腫
●
?????????
、、～．雪．
∠
－’
ゑ （μ」
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???IC
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以ー上『総合和声』より部分的抜粋
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皿JohannesBrahms作曲
「6つのピアノ小品作品118」の分析
第1曲INTERMEZZO
分析楽譜を載せる。（楽譜は全曲Henle版を使用）
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形式は開いた2区分型＋コーダである。
前段（1～10小節）
冒頭ではa－mollの主調を確立せず、いきなりVI調のF－durのV7から始
まり、皿を経て3小節後半でようやく1に解決する。この曲の主要モチー
フは、C、B、A、E音の、4音の下行形で出来ている。（譜1）ラインが
左右交替するので繋がりに注意しなくてはならない。モチーフは曲全体に
わたり使われているが、主要モチーフ原型のままではなく、反行形、拡大
形等、変形されての使用である。モチーフ最後の跳躍音程も変化している。
（譜1）
主要モチーフ審 1 1
●
●
●
●
4度跳躍冒頭の下方からのうねりのラインは1オクターブを3度と6度に2分割
する。これは、Brahms特愛の音型である。（譜2）3、4小節も同様で
ある。
（譜2）
V6。3・3・3。右手1小節1拍目のB音は、2拍目裏拍A音の椅音である。ゆえに、
1拍目V7は、解釈の上から言えば皿の椅和音である。また、3小節の1
拍目G音はF音の椅音である。ゆえに皿7の和音は1の碕和音である。以
上のように考えると、本来は皿→1の和音進行ということになる。
（図1）イ騨1幣F．d、r刃皿皿し1
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しかし、椅和音の▽7の響きがはっきり出てくる為、調性はF－durに感
じられ、3小節の1で解決したように聞こえるのである。▽7、皿7は非常
に長いし、和音的な重みが強いので、ここでは一応、偶成和音的な書き方
でなく、和音で表すことにする。初めの長い碕音の使われ方は、トリスタ
ン和音に似ている。この他にも曲全体にわたって椅和音が多用されている
が、通常の和音記号で書くことにする。
5小節のみa－mollの調性だが、6小節からは皿調のC－durに転調して
前段を閉じる。
5小節から上2声間にカノン的な畳みかけが見られる。
（譜3）
一 L」＿＿りrf
5小節からも長い椅音が使われている。（注1）従来、椅音は非和声音
であったが、ここでは椅音効果を持つ和声音も椅音として扱う。また、
v・、Y・、首□、マロ等、一般に「解決を要する緊張和音」は、すべて“事実
上の椅和音”として扱い、これらの和音に含まれる7、9、3（導音）、5
等の数字を譜面に記入した。1、3、5、6、7小節に見られるソプラノ
の第1拍の付点音符は長い椅音で強い表情を持っている。＜＞の
表情記号の箇所には緊張があるということだ。
（譜4）砕匿調・小節3小節姦
1＜＞く＞モチーフではないが拡大形が使われているところがある。9、10小節の内声は、8小節の内声の拡大である。
前段の終止調をC－durとして見た時、機能関係で捉えるとD2→D→T
の流れになる。以下、説明文と図（図2）で示す。
主調のa－mollでなくFdurの▽7から始まり、3小節で1に解決する。
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これは、a－mollの▽1にあたるが、前段の終止調のC－durから見れば1▽
（D2）にあたる。この1▽は半音階的にo鵯（D2）を経てV、（D）に進み
叩（T）でようやく終止する。
（図2）FdurV7一一一〉1
amol1▽1CdurN→・為→V9→親
（機能）D2一→D→丁
後段（11～28小節）
後段は主調のVgから始まり15小節でd－mollに転調し、半音階進行を
しながらe－mol1、A－dur、C－durの経過転調を経て再現に導く。後段は、
D2→Dの多用が目立っ。この点が、ロマン派の和声の特徴である。
11～14小節のa－mollのVの保続音上に為、馬（減7の和音）が交替し
（図3）、15～17小節のd－mollにおいてもVの保続音上に塩やV，が使
われている（図4）。17～18小節のe－mollにも見られる。（図5）
（図3）11小節～14小節
am。ll〔▽gl塩馬塩▽〕D2DD2D機能D（図4）15小節～17小節前半dm。ll〔▽gl塩Vg〕
（図5）17小節後半～18小節前半
em。ll鵯V9D2→DBrahmsは▽度の前にサを持ってくる使い方を好んでいる。それも減7の塩を持ってきている。それは、Vの響きを和らげたり、ぼかしたりする効果がある。
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18小節～19小節にかけて（A：卓ら→11）と20小節の（C：卓ら→11）は
偶成解決である。
11小節、15小節の右手はモチーフが反行形で使われている。（譜5）こ
れらの小節は3つのラインが絡んでいる。（上行に対して下降のラインが
2っ）また11、15小節のそれぞれ1拍目は減7で、どれも椅音の解決を
している。左手はモチーフの変形（11小節のみ）が隠されている。分析
楽譜中にO印をつけておいたが、本来ならこのような形であろう。
（譜5）
鱒反行形モチーフ15小節反行形モチーフr一マイ 01即民1」∬■
毎
イ イ
●
イ（本来の形）
● 4
a：d：19小節のモチーフは、短縮形の一部欠けた形で使われているが、再現のモチーフの先取りと考えられる。
再現の21と22、23と24小節下方にも1オクターブを3度と6度に2分
割するうねりのラインが見られる。
23小節はテーマの変奏である。最後の部分はもう一度、しりとりの形
で出てくる・（（譜6） 「＼r しりとり
”↓
1番カッコの内声は、28小節内声の拡大形が使われている。
11、15、21、23、25小節に見られるソプラノの第1拍の付点音符は長
い椅音で強い表情音を持っている。これらのほとんどに＜＞や
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くヅ＞が付けられている。演奏する際は、表情記号を機械的に
付けるのではなく、ここに椅音が使われて緊張があることを感じ取らなけ
ればならない。
前段の5小節からと対応している後段の25小節からは、左手が内声を
オクターブ下の後打ちで追っている。
（譜7）
一＜＞
再現からは、Fdur、C－durを経て、26小節のd－moll経過転調後、
a－mol1で1番カッコを閉じる。
コーダ（29～41小節）
コーダ（2番カッコ以下）は主調a－mol1で、最後はピカルディーの1
度で変終止する。
コーダにもD2は多用されている。特に31小節からの、Vの保続音上で
の長いD2は印象的である。
（図6）コーダ〔病1〕ウ弓勉〔蜘馬
33小節からは、保続音上の減7の交替が8分音符1個分ずらした形で
畳みかけて書かれている。
（譜8）
33小節耐蚤r＿，
【 ノノ 一4度と5度の分割（伽?????、
v鵬 町考、随
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34小節後半からは変終止に導く。
（図7）変終止考→，匝→皿レ抽→I
35小節の左手A、D、Fis音は右手A音に繋がり、36小節の左手A、D、
F音は右手D音に繋がるが、このD音は拡大モチーフの始まり音になっ
ている。
（譜9）
＿ヨ拡大モチーフ＿
1オクターブを3度と6度に2分割するうねりのラインが、39～41小
節にも見られる。
全体区分図を載せる。
蕊r薦蜘
この図を見ると、前段が平行調のC－dur、後段は主調のa－mollで古典的
形式を踏まえてはいるが、冒頭も再現（27、28小節を除く）も宙に浮い
ている。27小節からはa－mollに戻り、コーダで更にa－mollを確立すると
いう面白い構造になっていることがわかる。
和声はありきたりではない。冒頭のV7が完全に響いているのに、それ
が椅音だったという、非常に凝った曲である。
次に、島岡先生が作成された分割譜を載せさせていただく。
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この曲の特徴として、減7の和音が多く使われていることが挙げられ
る。特にうねりの減7はBrahmsらしい。また、碕音が多く使われてい
る。長い椅音、表情的な椅音、またサも▽の椅音とみなす等、非和声音
でない和声音も椅音と同じ効果を持っていることに留意し、十分に俺音を
感じ取らないと、この曲の良さが理解できないといっても過言ではない。
（注1）
曲中の椅和音効果について
（1）曲中、「上・下行解決する緊張音」（作者自身の表情指定
くげ＞を参照）のほとんどは、いわゆる和声音であって、
非和声音ではない。（たった3個の碕音を除いて）。にも拘わらず、
明らかに椅音効果を持つ。（作曲者も、そう感じている）。
（2）ということは、V。、V。、ウ。、マ。など一般に「解決を要する緊張和
音」は、すべて“事実上の椅和音”であり、これらの和音に含まれ
る7、9、3（導音）、5等、一般に「解決を要する緊張音」はすべ
て‘‘事実上の椅音”であると云うことができる。
（3）以上は、従来の和声理論（和声と非和声音についての）とは一線を
画する拡張解決（‘‘ゆれ”から見た和声）を意味するが、より音楽
の実態に即したものであり、事実、この曲にふんだんに盛り込まれ
ている椅音効果を理解するためには不可欠である。
2008年9月15日付島岡先生からの手紙より抜粋
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形式は、囚回國の3部形式である。
囚（1～48小節）
匝］（1～16小節）冒頭の8小節テーマはA－durで始まる。最初のアウ
フタクトだけが1で次の2小節問はN（D2）の和声が結びついて冒
頭からロマンティックな雰囲気を出している。冒頭のCis－H－D、
Cis－H－A音は、この曲の動機である。H－Dは3度跳躍、H－Aは
7度跳躍である。上向きの動機に対して冒頭の内声ラインA－Gis－
Fis－D－A－Fis－D音は、下向き音型で対比している。
（譜1）
》上向き動機㌧／3度跳躍量鷹
虻ノ生ノAl（エπ〕πマ挺皿4小節の半終止の内声E－Fis－Gの音階は、ロマンティックな響
きで次のフレーズを誘い出す。そして、6小節からのバスFis－E－
Disにバトンタッチする。ラインの交錯である。4小節3拍目のア
ウフタクトは1ではなく、柔らかい響きの物である。これは、次
の1▽1を誘い出す為に使われたと考えられる。6小節左手はBrahms
の特愛した1オクターブを3度6度に分割する音型（Dis－H－Dis－
H）が隠されている。
（譜2）
・マンティツクな響き置6ρA，エ▽場▽エ・匂勘
6小節3拍目からE－durに転調し、8小節はE－durの全終止になる
＼ よ （
??
ρ40∫oθ ハ
一講小節
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が、主調から見ればVなので、半終止と同様、不安定終止とみなさ
れる。以上を次の8小節も繰り返す。
11小節の1拍目は減7の騎った和音を用いて変化をつけている。
匝］（17～24小節）16小節3拍目からは借用和音を使って（o皿や物、
O▽1など）半音階的な変化をしている為に、転調した感じに聴こえる
が、A－durの調性である。16小節から内声が半音階的に上がるだけで
なく、響きが変化している。18小節3拍目のV7の響きは特に美しい。
20小節2拍目までの機能はDである。3拍目からはバスがA－F－
Disと3度ずつ下降して・夢召一・蜘の増6、減7の和音が続く。この
4小節間はD2の機能である。24小節の右手1拍目のGis音は強拍だ
が、経過的椅音でクリスタルな響きがして非常に美しい。Brahmsは
和音の響きを大切にしていることがわかる。この小節は解決せずに次
に続く。
メロディーラインの小さなクレッシェンドとデクレッシェンドが書
かれている箇所（例えば17、18小節の1拍目）は椅音が強調されて
いるので、演奏する時はそれを感じて弾きたい。回の部分の機能は
DとD2だけで成り立っている。
匠］（25～38小節）25小節からはV度の保続音上に半音階上行する旋律
が奏でられる。この4小節間はDの機能である。ここは繋ぎに聞こ
えてしまうので匿］と捉えにくいが使われている音型を見ると匡］の音
型である。
28～30小節のソプラノの旋律は動機をもじっている。29小節のリ
ズムは盛り上がりを聞かせるための破格のリズムである。本来ならこ
のようなリズムであろう。
（譜3）
29小節
30小節からは、バスに動機の反復が4回見られる。この間の和声
碍と窮りの・豆｝のコントラストが美しい。この部分のメロディーには
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たくさんの椅音がある。機能はD2である。11を挟んで田あるいは1▽
が出てくるが、37小節の3拍目までVは出てこない。息の長いフレー
ズで非常にロマンティックに感じられる。34小節からは陽転して、一
動機が反行形で現れ（譜4）38小節で終止する。
（譜4）
冒頭の動機＼／＼∠＼／ 〉
動機の反行形
［亘］（39～48小節）ここは巨i］と対応している瓜借用和音を使っていな
い単純な和音で書かれていて、コーダのような印象を受ける。
40小節の3拍目から41小節の1拍目にかけての盛り上がりは4度
跳躍だが、2度目（44小節3拍目から45小節1拍目）は6度跳躍を
している。この音は、表情音一ラで気持ちを盛り上げている。
42小節からの左手にA－durの下行形の音階が組み込まれているが
（譜面にO印）、音階は30小節3拍目からのメロディーラインと同じ
で、さりげなく使われている。和声もN、豆のD2が用いられている。
46小節から内声に動機が現れ囚が終わる。47小節1拍の和音は、V
に挟まれたNの和音である。
［亘］（49～76小節）第2主題が3回展開される。
［…］（49～56小節）浮情的なVI調のns－mollに転調するが、54小節から
V調のcis－mollに一寸転調する乙内声が上外声を模倣するカノン風の
形をとっている。49、50小節の経過椅音はカノンで互い違いに出て
くるが、それがIVに行きたい感じを強く持たせて魅力的である。メロ
ディーには多くの椅音が使われている。機能D2の∬や1▽の和音が独
特の哀愁を醸し出している。57小節からは陽転してmollとのコント
ラストを出している。
！へく
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演奏をする際に、1度目はメロディーラインを、リピート後は内声
のメロディーを意識して弾いても面白い。
回（57～64小節）Fis－durに陽転している。前半の和音は短3和音で＼
皿と▽1が交互に繰り返され、古風な感じがする。59～60小節はm調
に移行している。エンハーモニックの書き換えで、b－mol1のように書
いてあるが、すぐにais－mol1に戻っている。
8小節全て同時和音の形で書かれ、右手の和音を左手が2拍遅れで
追うカノンである。しかし、追いかけているうちに、同じメロディー
が両手問に繰り返されるため、逆に、1小節の左手2拍目を右手が2
拍遅れで追うカノンの形として見ることも出来る。
（譜5）
一左手が右手を追う
右手が左手を追う
57小節謹∬可廿wrwI皿£灘
61小節からは・並や悔の借用和音を交えた和音が使われている。
巨］（65～73小節）再びHs皿ollに戻る。ここは匡］とは声部の入りの順
序が逆転し、上外声が内声を模倣する形である。69小節では1オク
ターブ跳躍が浮情的な旋律の盛り上がりを作っている。
匪翻（73～76小節）74小節から主調のA－durに戻る。駆け上がっ
て碕音に到達する形が3回出てくる。これらの碕音を繋いでオクター
ブ調整するとE－D－Cis－Hの下行線を描いて再現を導いているこ
とが分かる。
國（77～116小節）ほぼ囚と同じである。
匿］（77～84小節）78，79小節、82，83小節のメロディーが変化している。
国（85～92小節）
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巨1］（93～106小節）
匡1］（107～116小節）
全体区分図を載せる。
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次に分割楽譜を載せる。
島岡譲先生の解釈（囚構造の中で「変化再現」と捉えた解釈）が見事
なのでこれを使わせていただく。分割譜囚について、文章を添える。
匡］はテーマの提示、V調で全終止する。小節数は16である。［國は8小
節の移行で、切れ目なく変化再現の匿］へ進む。移行的性格のまま匡］の頭
部の音型がさりげなく導入されて、それが29小節でリズムを変えた国の
再現につながる。ふつうの再現のように明確ではなく、いつの間にか導か
れた再現巨］として捉える。その後、［司の頭部の音型や反行形が現れ、主
調で全終止する。小節数は14である。匿］は10小節の結尾で、主調のまま
最後にテーマがもう一度出てくる。匝］と［廻、匝］と團は対応している。
以上のように囚を捉えると、前半匝］と［司、後半［廻と［図はどちらも
バランス良く24小節ずつとなり非常にすっきりとした分割譜が出来上が
るのである。ポイントは変化再現の捉え方である。
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この曲は和声面からみると、解決進行（V→1）の回避が目立ち、n、
1▽、ウのいわゆるD2へのこだわりがみられ、それがロマンティックな情
緒を醸し出している。中間部のカノン風の絡み合いも、これらの和声の上
で浮情的な雰囲気を醸し出している。長いVの持続や、借用和音の使用、
驕りや陽転、1の保続音などの技巧も見られる。また、音の響きを非常に
大切にしている。分割譜からもわかるように、構成力も素晴らしい。
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この曲は囚匿］國の3部形式で書かれている。
囚（1～40小節）更に3部分に分かれる。
匡］（1～10小節）g－mollで始まるが、重厚な和音を用いているので力
強さを感じる。［司は5小節1フレーズで書かれている。躍動的なリ
ズムの曲だが、メロディーラインはG音から1オクターブ下のG音
まで下行線を描いている。
1、2小節は機能的な和声の進行、3小節のアウフタクトからは
5度の滝である。3小節2拍目の一Vの短3和音の響きに哀愁を感じ
る。8～10小節も5度の滝で書かれていて、7の和音が目立っ。
この曲は、ピアノのテクスチャーで書かれているので、声部がはっ
きりしない。冒頭のフレーズをメロディー、内声、バスの3つのパー
トに分けてみると、低音部記号に書かれている音符は、バスと内声で
あることが分かる。（譜1）ゆえに左手は全てバスと捉えないよう、
演奏時には注意したい。
（譜1）
＞＞＞
a防工砺v島了凹工vヤ∀巧匡］（1エ～22小節）10小節でVI調のEs－durに転調する。アーティキュ
レーションを見ると、国はアクセントやスタッカートが多く使われ
ていて弾む感じである瓜中間部回はレガート気味で弾まない。ポ
ルタメントやスラーが目立つ。11小節に初めてペダル記号が出てく
るが、ニュアンスを変えなさいという事なのであろう。この対比は意
図的で、コントラストをはっきり付けて弾く必要がある。全体を勢い
＞＞＞＞
・＞
＞
～T，轟
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よく弾いてしまうと変化がなくなるので演奏をする際は注意したい。
15、16小節にも7の和音を使った見事なD進行の5度の滝がある。
21小節から再びg－mollに戻る。
国もパート別に書き直してみた。
（譜2）
八一搭・戸
ρ
b
レ
｝rII巧1’i7規｝? lIII’ 考五11イ＼，（
く
） ）
＞
且鶏Vlエ，罵馬恥罵正賜1平工
巨］（23～31小節）最初の5小節は冒頭と同じだが、次のフレーズは盛
り上がりを見せて結尾・接続部分に繋ぐ。
結尾・接続部分（32～40小節）32小節からは両外声に1の保続音が使
われ、内声は＋1とサ，、Nと1▽、4を繰り返して肋の和音から中間部
国のH－durに転調する。
この転調経過は物（c：W）一H：・夢巷で後者がH：1に偶成解決
したものである。
（譜3）
料 薪9：切一H：・蜘
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この9小節中でもニュアンスは変わっている。最初の2小節はス
タッカートとアクセントが付いて弾む感じがするが、次の4小節は、
スタッカートは消え、アクセントがわずかに見られる程度であう。次
の3小節は国を導く音型に変わり、レガートである。
回（41～72小節）更に2部分に分かれる。
匡］（41～56小節）H－durで8小節1フレーズで構成され、ロマン的な
雰囲気が漂う。フレーズ前半は右手谷型、左手山型の音型で書かれ、
右手谷型の谷部分に当たる3度重音の箇所には1▽が使われている。
44小節からv調のFis－durに転調し48小節でH－durに戻った後、51
小節でIII調のdis－mollに転調する。この和声関係は、H－durの廿7が
III調のdisτmollの夢召で異名同音的転義である。
（譜4）
H：V7－dis：蠕52小節からは冒頭のテーマがdis－mollで現れる。［ii］には7の和音
が目立つ。56小節後半よりH－durに戻る。
巨］（57～72小節）66小節までは［…］と同じだ瓜67小節からH－durの
ままで、完全な終結を避けて次の接続部分に繋いでいる。69小節のE
－Cis音、70小節のDis－H音の6度上行音程に、ロマン的なやさし
い雰囲気を感じる。
72小節からの接続部分は、冒頭のテーマの形を借りながら経過転
調をして再現に導く。
匪翻（72～76小節）接続部は72小節から＋1調のG－dur、74小節か
ら準ナポリn調（・狂）のAs－durに経過転調して再現部の76小節から
g－mol1に戻る。この和声関係はAs－durのサ7がg－mollの＋N7に異名
同音的転義している。
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（譜5）
As：サ7＝9：＋1▽7國（77～117小節）更に3部分に分かれる。再現部区］は終結部分が囚と
異なっている。
匡］（77～86小節）囚と同じ
匡］（87～98小節）〃
匡］（99～107小節）〃
魎］（108～117小節）両外声に使われている1の保続音上に偶成
和音のW（表情的で窮ったラの音）が4回揺れ動いて哀愁を漂わせ
ている。114小節から囹の冒頭の音型が現れて、3度重音のところで
1▽を聴かせている。
次に全体区分図を載せる。
零鬼、、、羊i、囚
：
11122414448515760647214778798108
次に分割楽譜を載せる。分割譜を見ると、それぞれのブロックごとに整
然と書かれているのがわかる。
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短調ではあるが、重厚で力強い和音と躍動的なリズムを持つ囚、長調
で、ロマン的な優しさや哀愁を帯びたメロディーを持つ回の対比が素敵
である。また、囚の部分内でもスタッカートの歯切れ良さとレガートの
対比が目立っている。転調の巧みさや、5度の滝、7の和音の多用なども
目立っ。
匿］の中には囚の冒頭のテーマが、圃には国の冒頭のテーマ
が、さりげなく組み込まれていて、凝った感じがする曲である。
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囚回國の3部形式で書かれており、全体が1拍遅れのカノンで
構成されている。Brahmsは、各部分ごとに異なったカノンの技巧を用い
ているの太回國・・のように区別してみた。
囚（1～51小節）
匝］（1～7小節）1音ずつでカノンになっている単音カノン。
4声体で書かれており、ソプラノをテノールが模倣する正確
なカノンである。
（譜1）
f－mollの主調で始まり6小節よりV調のc－mollに転調する。
区巫］（7～12小節）旋律カノン。息の長いカノンである。
唾］（12～16小節）12小節からfmollに戻る。4小節だけの単音
カノンになっている。
匝］（16～28小節）反行カノン。分散和音のテクスチュアで書か
れており、左手、右手、共にオクターブで揺れる反行形のカ
ノンになっている。18、19小節、22、23小節、26、27小節
はヘミオラのリズムが使われていて、カノンは必ずしも正確
ではない。
（譜2）
一 ．一
3
16小節
17小節からIII調のAs－durに転調、19小節でfmo11に戻っ
た後、20小節からVI調のDes－durに転調する。24小節から
は、Des－durから見ての準III調のFes－dur（譜面では26小節
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からEHのE－durに書き替え）に転調する。
医亟］（28～38小節）反行カノン。一方が上がり、一方が下がる
正確なカノンである。32小節でf－mollに戻る。36小節から
区亟］に戻るためのつなぎ的部分がある。
［ii亟］（39～47小節）後半45小節からは、冒頭の［麺］とは異
なり、f－mollのままである。
［iΣ璽］（47～51小節）囚の結びでもある瓜次の［麺］の冒頭
C音の先取りも兼ねている。
回（51～99小節）
亟］（51～91小節）右手の4声体と左手の4声体が1拍遅れのカ
ノンになっている。4声体は、上3声とバスで構成されてい
る。両手とも4声体の原型に還元してみた。
（譜3）〜〜
手右
左手
4声体カノンは3つの異なる調で書かれている。51小節か
らはIII調のAs－durで開始する。67小節からは、As－durから
見ての準VI調のFes－dur（譜面ではEHのE－dur）に転調し、
75小節からは、V調のC－durに転調する。
匝］（91～95小節）旋律カノンではある瓜［画の旋律と
同じではない。f－mollである。
E璽］（95～99小節）つなぎ部分でありながらも、和音のカノンに
なっている。
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國（100～133小節）
國（99～106小節）主調のfmollで再現する。
匝］（106～110小節）旋律は［巫］と同じだが、主調のfmoll
で再現される。
匝］（110～115小節）右手のオクターブ上下がピンポンボールに
なっているカノン。
匝］（115～118小節）息の短い旋律カノンである。
匝］（118～123小節）110小節の［巫］より1オクターブ下で
書かれている。
匝］（123～128小節）127小節からはストレッタで、和音は1▽で
ある。終結和音に向けて変終止する。
團（119～122小節）ピカルディーの1度の和音が使われてい
る。下方から上方へ1小節遅れで重なっていく。
全体区分図を載せる。
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次に分割譜を載せる。
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全体の曲の流れ、構造は次のようになる。
囚の中は、主題提示、中間部分、再現部分とさらに3部分に分かれる。
匝］［蚕］［亜］がひとまとまりで、主題提示部分を成
す。ここは主調からV調に転調している。［亟］［麺］は、反行
カノンでまとまっており中問部的である。［巫］と［互璽］を囚の中
の再現と捉える事が出来る。
回中の［亟］は長さのバランスから見ると、この曲中1番長く、珍
しい4声体のカノンである。匝］と［…璽］は、國に行くためのつ
なぎ的役割である。
國中の匝］と［巫］は、ひとまとまりで主調のままで再現
される。ここは、囚の主題提示部分とソナタ的な対応をしている。
亟］と國は、國と匝］のリピートで團
も含めてこれらは、結尾的な部分である。
本来は、カノンは厳格な模倣手法による、声部確定の対位法楽曲であ
る。しかし、この曲は、ピアノテクスチュアで書かれている為、必ずしも
声部が一定せず、それがかえって、単音カノン、四声体のカノンなどの工
夫を凝らしたカノンになったのであろう。特に四声体のカノンは他には見
られない。
また、Brahmsは、ソナタ的対応で書くなど、全体構造を捉えているこ
ともよくわかる。
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第5曲ROMANZE
分析楽譜を載せる。
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3部形式の連鎖変奏曲である。
ここでは、テーマが徐々に変奏していく本来の「テーマと変奏」という
趣旨ではなく、お互いが変奏関係で同格に並んでいる為、最初から変奏と
して扱うことにした。
囚（1～16小節）Rdur、4分の6拍子で書かれ、4小節1フレーズで
4つの変奏が並んでいる。各フレーズの終わりの小節（4、8、12、
16）はヘミオラである。
國（1～4小節）主旋律（譜1）は内声にオクターブ重複で現われ
る。上声は対旋律である。（譜2）和声は、反復進行風のS進行（1
→▽、▽1→皿、1▽→1、∬→▽［）が用いられている為、古風な感じが
する。V7→1の進行は、最後に次の変奏を導くために使われ、重な
り終止になっている。（譜3）
（譜1）主旋律
（譜2）対旋律
（譜3）
対旋篤
主旋♂ frf
／7fバスモy魍皿亙」工甘S進行 マ’陽1重なり終止國（5～8小節）上声の対旋律は同じで、主旋律は8分音符の装飾変
奏である。（譜4）後半はd－mollに転調していて、最終和音は一Vだ
が、F－durの皿でもある。この場合の皿はVの代替和音である。
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（譜4）
対旋律＼
?? 一一f一 一鮮．〆ヤ主旋鞭【 ??甲
7バス！ラ Vlr▽ 7 ?｛?工V’rlr皿1▽ 砥‘エヤマ’
3小節と7小節の内声は反行の関係である。
（譜5）llllll ’?
趣
國（9～12小節）F－durに戻り、主旋律が上方に、対旋律が下方に、
上下転回されている。左手は、バスを踏まえているが、8分音符の動
きが加わってくる。
（譜6）
主旋律
畝工▽v皿π・V搾▽工皿丁馬
團（13～16小節）國と同じ出だしだが、後半はd－mollに転調して半
終止となる。7小節と15小節の主旋律の動きは同じだが、変位関係
が異なっている。
（譜7）
7小節
15小節
◎
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回（17～47小節）＋VI調のD－durに転調し、2分の2拍子で、7つの変
奏と接続部分から成る。付点リズムの同じ音型を繰り返すバッソ・オス
ーティナートが44小節まで続く。1の保続音上にVg、ウ7等の和音（機能
D、D2）が繰り返される。20、36小節のウ，は本来なら▽へ行くはずだ
が1に行っている。1とfの間に首，が挟まっただけで本来のVの機能
を果たしてはいない。一種の偶成的な使われ方（刺繍和音）である。
（譜8）
Dl、〔1巧工巧工岡（刺繍稠工
國（17～20小節）と國（21～24小節）、圖（25～28小節）と図（29
～32小節）は2っずっ組になって、8分音符から3連8分音符へ、
圖（33～36小節）では更に16分音符へと細分、加速していく。
回の旋律は、囚の主旋律をもじっていて、特に前半の旋律が似て
いる。国は［司の中で変奏をしているが、囚と回は関連があり、広
い意味で、囹も囚の変奏の続きと考えることができる。わかりやす
いように、囚の主旋律をD－durに移調して国の主旋律と照らし合わ
せてみた。
（譜9）
囚か主旋律
●
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国（37～39小節）はアルペジオのついた4分音符、國（40～44小節）
は、16分音符の10連符が使われている。ここはV7→N→▽7→1の
和声で結ばれる。今までと和声が様変わりしているのは終止を作って
いる為である。
（譜10）
島四巧II匡翻（45～47小節）4分の6拍子に戻る。46小節では騎ってd－m・ll、47小節でF－durのIIIの和音力〉ら、図に導く．
区］（48～57小節）F－dur、2つの変奏が並んでいる。
國（48～51小節）冒頭と同じである。
圃（52～57小節）國の転回である。主旋律が上で対旋律は下になって
いる。主旋律は2オクターブにわたる3重複、対旋律はオクターブ重
複で重厚さを出している。（譜11）これは圃の主旋律を國と同じ扱
いで変奏したものと考えることも出来る。主調のまま変終止で曲を閉
じる。
（譜11）
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次に分割譜を載せる。
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次に全体区分図を載せる。
囚團囚囹］國圃國圓圃圓図國圃國團．圖圃i歯li論闘榔llill：iiiiiiii□iii目lF跳」回目Ih！！1型＿＿147913117212529333フ40454852（小節）14
囚の主旋律、対旋律は上下が逆の組み合わせになったりしているが、
バスは転調の箇所を除いては、ほとんどS進行が主になっていて変わら
ない。
回のバスもほとんど変化がない。オスティナートで、1とvの繰り返
しが一貫していて、最後だけが終止的になっている。
囚も回も主要旋律が似ていることから［司も広い意味での変奏曲と捉
える事が出来る。
聴いていると美しさが伝わってくるが、譜面を見ていくと、構造的に突
き詰めているし、細部にわたって念入りに作曲していることが分かる。
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第6曲INTERMEZZO
分析楽譜を載せる。
4
囚回＿tも脚e＿t。
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囚国國の3部形式である。
囚（1～40小節）
團（1～20小節）
出だしがGes、F、Esの3個の音だけで構成されているので調を捉
え難い。
（譜1）モチゴ
3小節の晦がVのように聴こえてしまい、es－mollの感じは強く
出てこない。b－mollのようにも聴こえてくる。
その理由として、2点挙げられる。
第1点は、いきなり3小節に焼が出てきて、その後も減7の和音
が使われ、後半9小節からはそのままV調に転調するので、はっきり
したes－mollの場所が捉え難く、みなV調に聞こえてしまうというこ
とが理由である。
2点目は、前の第5曲から通して弾いた場合だが、F－durで終わっ
た後、第6曲目の出だしのGes音を弾くと、b－mollのVI音に聴こえ
るからである。
匡］はモチーフの展開が主になっている。5小節からは、モチーフ
がそのままの形で1オクターブ下に出てくる。左手は、うねりの音型
のアルペジオで低音を響かせている。
3、7小節の1拍は、減7の中の椅音、つまりクリスタル音である。
6～9小節にかけての左手に、モチーフが現れる。（譜2）これは
15、16小節のモチーフの拡大であり、先取りでもある。（譜3）
（譜2）
（譜3）
15 ￥￥、 ■！
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8小節の3拍から20小節までのモチーフの重なりが一目でわかる
ように3段楽譜を載せる。
（譜4）
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8小節の3拍からは3度重音で、モチーフが現れる。冒頭のモチー
フと全く同じではないが、類似しているのでモチーフの変形と捉え
る。10小節3拍目からは、ストレッタで畳み掛けられている。ここ
の開始音は、左手のEs音と右手のGes音の3度重音で、ストレッタ
の頭距離は2小節になっている。10、12小節は特に椅音が目立っ。
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13小節からは、モチーフの冒頭部分が、頭距離1小節ずつのスト
レッタで3回出てくる。頭距離が短くなってくるということは、加速
してきてストレッタがレベルアップしているのである。ここに構造ア
ゴーギグが見られる。
10小節3拍目、及び13、14、15小節の1拍目は和音がぶつかり合っ
ているが、それが魅力であり、Brahmsはその効果を狙っている。し
かし、演奏の際は、汚い響きにならないように、椅音とモチーフの音
色を変えて弾くとよい。
17小節の和声は、Des音がバスにある為、本来なら1の1転と書く
べきだが、ここでは1の2転と記した。
その理由は、第1に和声的な意味からである。本来なら旋律が上
で、バスが下にあるはずだが、ここでは旋律を重厚に響かせたい為、
あるべき上下関係が逆になっている。ゆえに、バスをF音と認識す
れば1の2転となる。
第2に、構造的な意味からである。16小節がD2であるので、17小
節はDとなるべき場所であるという解釈からである。
この重い暗い響きは、いかにもBrahms的である。国における機
能はD2が目立ち、不安や憧れ等のロマン的情緒を醸し出している。
國（21～40小節）
匡］がb－mollで終わるとすぐに、es－mollのV7から1に戻る。しか
し、急に戻るので、b－mo11の1▽の感じがする。23～26小節の左手の
うねり音型が異なるほかは、［ヨと全く同じである。40小節に経過音
のAs音を用いて、中問部匿］を導く。
巨i］（41～62小節）
囚の哀愁を帯びた静的な感じとは対照的に、力強い動の部分である。
Des－durで始まり、重厚さや躍動感も感じられる一方、1▽→1、1
→V等のロマン的なS進行も目立っている。43小節からはb－mo11に転
調し、46、47小節はヘミオラのリズムが使われている。
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49小節から（Des－dur）と55小節（Ges－dur）からは移調関係で対応し
ている。（分割譜参照）51小節からは、減7のオクターブのなだれ落ち
に誘われて囚のモチーフがb－mollで出てくる。59～62小節にも囚の
モチーフがes－mollからDes－durに転調して現れ、▽7に導かれて半終止
する。
國（63～86小節）
冒頭のモチーフがes－mol1の鵯で1オクターブ下に現れる。囚では
V調に転調していた力叉区］は主調のままである。
66小節からの6度重音のモチーフは、69小節から出てくるモチーフ
と、69小節の頭の部分で重なっている。國では、ここにしかモチーフ
のストレッタは見られない。
ナポリの和音の後、71小節からはVの保続音上に、内声の半音階の動
きがあり、外声のジグザグの動きと73小節で絡み合って、盛り上がり
を見せる。74小節は、内声の半音階がなくなり、上声のジグザグは下
行形になる。（譜5）ここは機能Dである。74小節3拍目に突然Nの
和音が出てくる。
（譜5）
ジグザグの動き
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77小節からのモチーフは主調で出てくるが、低いところにモチー
フを出したため終止感がない。一方、81小節からは半音階の支えや
和声を一工夫する等してモチーフに終止感を持たせている。（譜6）
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82小節の晦は、本来ならすぐ▽に行くべきだが、ここでは皿が
挿入されている。皿1→V7の半音階はきれいな響きである。その後は
V7、12で解決を引き延ばして、完全にトニックで安定するのは85小
節からである。最後の凝った終わり方もBrahms的である。
（譜6）
O印は半音階の動き
81
IH，丁匿全体区分図を載せる。
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次に、分割譜を載せる。
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以上から、曖昧に聞こえる調性、うねりの分散和音で使われている減7
（薪g）、多用されるDやD2、明確な機能の回避、などが見られると共に、
最後までモチーフの扱い方に工夫を凝らしている事が分かる。S進行の多
用からは、意識的に古風さを求めるアルカイズムの趣味も窺える。
左手のロマンティックなうねりの上に、右手が厳格なインベンション的
展開をしている点が面白い。
IV結び
「6つのピアノ小品作品118」の6曲は、それぞれに趣が異なってい
て面白い。1曲目は、侍音、減7が多用され、2曲目はD2へのこだわり
が見られるロマンティックな曲。3曲目は異名同音的転義が多く見られ、
曲中の対比が素敵である。4曲目は珍しい四声体のカノンを用い、5曲目
は特殊な変奏曲でS進行を用いる古風な曲である。6曲目は曖昧に聞こ
える調性で始まり、モチ」フの扱いに工夫を凝らしている等、それぞれに
特徴があり、どの曲も、和声面も構造面も実に凝った造りになっている。
和声面では、解決進行（V→1）の回避、ロマン派の和声進行
（D2→D）の多用、1▽へのこだわり、偶成と転義による遠隔調への転調
の技法が見られた。
好んで使用した和音として減7、特に薪gが挙げられる。また、保続音
上の減7の上行分散ライン・下降分散ラインもBrahms的である。意識的
に古風さを求めるアルカイズムの趣味も窺える。
Brahms独特の技法があるのかというと、そうではなく、和声をべ一ス
に色々な要素が絡み合い、総合的に用いられた時にBrahmsらしさが生ま
れるのである。
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